








ワシントンの博物館展示とマイノリティ(光本)

「アメリカン・ス トーリーズ」の手法と好対照をなす。部屋の巾心部に設定されたエントランス

において、展示は左右二手に分かれ、それぞれのゾーンがパーティションで完全に区画される。

向かつて左手が1863年ゾーンで反時計四りに展示を巡れば見学者はエン トランスにもどる構

成となる。一方、向かつて右手は1963年ゾーンで時計回りに展示をたどることになる。すな

わち見学者の動き自体が、ここで主張される歴史の対称性を認識する要因となる。展示構成に

おいても、 2つのゾーンで対の関係が作り出される。すなわち、それぞれにおいて、 ①主題と

なる歴史的変革・運動の前史→②主題の歴史的変革・運動→③変革 ・運動へのパックラッシュ

→④後世への遺産という流れでス トーリーが展開する。もともと、 2013年が奴隷解放宜言発布

の150周年であり、ワシントン大行進の50周年にあたることから本企画がなされたものとされ

る(NationalMuseum of African American History and Culture 2012)。すなわち歴史の遡及

的顕彰である。一方、対称な構成の中で歴史の反復的発展を目の当たりにした見学者は、そう

した節目の年である2013年現在の変わりゆくアメリカ合衆国へのまなざしを自ずと獲得する

ことになる。また、本博物館と同じくナショナル・モール地区に所在するリンカーン ・メモリ

アルの舞台に見学者が立つならば、 1963年ゾーンの写真・映像が語る歴史の重みを追体感する

ことになるだろう。

性的マイノリティが取り上げられるのは、 1963年ゾーンの第4部、すなわち後世への遺産の

場面である。1963年ゾーンの挺示構成および内容の一部を以下でみてみよう。

①前史 ・リンカーン・メモリアルを舞台とした1922年-1950年代の公民権運動

展示 :Prayer Pilgrimage for Freedom (1957年)のプログラム ・ポスター他

②ワシントン大行進

展示・ワシン トン大行進への案内(パスツアー案内フライヤー他)

リンカーン ・メモリアルの演壇で着用された帽子、映像展示、新聞記事他

③運動へのパックラッシユ

展示:16番通りで起きた殺人事件の記事、襲撃されたパプテスト教会のガラス片

④後世への遺産

展示・投票権法を求めるセルマ行進の旗(1965年)

ゲイ・レズビアン解放運動によるワシントン行進フライヤー(1979年)他

性的マイノリティ関連の展示品 (1979年のゲイ ・レズビアン解放運動によるワシントン行進

のフライヤー)は、アフリカ系アメリカ人による公民権運動をはじめとする他の活動団体によ

る旗やフライヤーとともにひとつの展示ケース内に納められていた。展示ケース内に設置され

たひとつの壁に、複数の公民権運動の象徴的物品がかけられた展示方法は、 1963年のワシン ト

ン大行進の有する歴史的意義を強く 主張するものといえよう。

(3)国立肖像画美術館、ホ口コース 卜記念博物館、 ニュージアム

1968年に開館した国立肖像画美術館は、アメリカの歴史を代表する人物の肖像画や写真、

彫刻を収集・展示した美術館である。展示は、歴史の区分によって年代}I慣に区画される。性

的マイノリティに関する展示がみられたのは、2010年2月よ り常設展示となった「正義のた
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めの闘争J(The Struggle for J ustice)のコーナーである。ここでは、 Gayrights march in 

Washington， D.C.. October 1987と名付けられた写真l点が、公民権運動に関わる作品とともに

展示される。

ホロコースト記念博物館は、1993年に開館した大規模な常設展示を有する歴史博物館である。

常設展では、 4階がTheNazi Assault (1933-1939)、3階がTheFinal Solution (1940-1945)、2階

がTheLast Chapterとなり、上階から順に年代別に展示がレイアウトされる。展示ストーリー

は、主にナチスの台頭からホロコーストの非人道的行為までの歴史を遺留品(ゲットーでの生

活用品や廃棄された多量の靴等)や護送列車の車両をはじめとする多くの実物およびジオラマ

に即して解説された後に、米国が戦中 ・戦後に果たした役割と立義にかかわる展示によって締・

めくくられるという構成である。ホロコースト博物館として分類される館は欧米諸国をはじめ

世界各地に存在するが、本博物館は同性愛者の犠牲者について展示した最初のホロコースト

博物館であり、その展示の成立には、同性愛者の活動家による主体的な助力があったとされる

(Weinberg and Elieli 1995、161-162)。同性愛者に関する展示は、迫害された非ユダヤ人とい

う枠組みの巾で、ロマやポーランド人、政治犯、ソビエト連邦の戦争捕虜、障がい者とともに

解説がなされる。ホロコーストのすべての犠牲者を展示対象としたい博物館の意向と、同性愛

者側の主張が結ぴ、合った形といえる。

最後にニュージアムは、 2008年に現在の地に移転されたニュース ・報道に関する博物館であ

る。本博物館では、ヒューレット・パッカード社提供のコーナーをはじめとする最新のインタ

ラクテイブ技術を用いた展示から、ベルリンの壁や9.11に関する実物展示、時代を画する事象

を報じる新聞記事を時系列に配した展示 (NewsHistory Gallery)まで、デジタルとアナログの

双方が緩急自在にレイアウトされている。また、報道をテーマとする性格上、 freedomという

言葉が幾度も(建物正面に掲げられた横断幕にまで)登場する点も特徴といえる。

広大な新聞記事の歴史ギャラリーには、「誰のニユース?J Whose news is it?と題された壁

面展示コーナーがある。それは、新聞・雑誌が読者層として対象とする市民が、様々なマイノ

リティへと拡大していった歴史について、記事や写真等によって解説されたものである。ここ

には、アフリカ系アメリカ人やメキシコ系アメリカ人の公民権運動に関わった人物の写真とと

もに、ゲイであることを公表しエイズによって死去したジャーナリストの肖像が展示される。

3.展示/包摂とマイノリティ
ここまで挙げてきた4館の事例は、いずれも館の性格や扱う資料の種類、展示技法が異なる

ものである。しかしながら、そうした違いを超えて展示における性的マイノリテイ表象には明

確な共通性がみられる。すなわち、公民権ならびに人権に関する受難と闘争、そして現在につ

ながる進歩の歴史の主体として、性的マイノリテイが表象される点である。いいかえれば、ア

フリカ系アメリカ人を中心として、メキシコ系アメリカ人、ロマ、障がい者ほかを含む弱者や

マイノリティとともに、それはアメリカ合衆国における正義と民主主義の発展という「正史」の

中に埋め込まれている。こうしたあり方は、日本の大阪人権博物館において、性的マイノリティ
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が薬害エイズ、在日コリアン、アイヌ民族、沖縄、野荷者、ハンセン病、被差別部落等の問題

とともに「人権Jの問題として扱われる状況と類似する(九

翻って、松宮秀治が論究したように、博物館(ミュージアム)を西欧近代の思想と制度そのも

の、すなわち 「コレクションの制度化」を基に「芸術Jr文化Jr歴史Jr科学」といった近代の価
値観念によって新しい「型性」と「タブー領域」を策定する存在とみなすならば(松宮2003、14)、

性的マイノリティの展示はミュージアムの思想・制度に一致する点も見過ごすことはできない。

その資料の公的価値を認めるという行為の中に、松宮が述べる通り、公開制を原則とするコレ

クションとして、あるいは保護されるべき存在のーカテゴリーとして囲い込むという、ミュー

ジアムが有する拡張的性格の片鱗を読むことは可能で、ある。展示における性的マイノリティは、

アメリカの在史とミュージアムの思想という折り重なる両者を表象する装置とみなすことがで

きる。いいかえれば、それは西欧近代の誇る歴史であり規範として他のマイノリティ同様に隔

離されながら、国家とミュージアムに包摂されるものと考えられる。

こうした状況を、博物館による一方的表象パターンとして理解することは適切ではないだろ

う。その背景には、マイノリティと博物館との直接的 ・間接的な相互依存的構図がみられる。

すなわち、 一方では性的マイノリティが60年代末-70年代に行った運動の大きな流れのひと
ラデ 4カル

つが「公民権運動や女性解放運動をモデルとし、社会および個人の意識を根源的に変化させる

ことによって、ゲイの基本的人権を認めさせようとするものJ(渡部2004、613)であったと評

価されるように、その歴史的性格が人権と深く結びつく点が挙げられる。ホロコースト記念博

物館でみたように、博物館に対する同性愛者側の積極的働きかけがなされたのも、人権という

論理の延長にある。他方、博物館という場においてはそうしたアメリカ史を自らのミッション

に照らして展示に活用する。

こうした相互依存的関係がもたらす博物館学的意義について考えるために、君塚仁彦(2012)

による 「歴史を逆なでする」博物館の議論を参照しよう。君塚は戦争博物館に関する論究の中

で、ヴァルター・ベンヤミンを参照しながら 「歴史のなかに登録されなかった人々の記録や記

憶を復活させようとすること、いわば 「正史jを逆なですること、歴史に対するそのような態

度」によってrr他者に対する想像力jを育む博物館J(君塚2012、183)をつくりだすことの重要
性を指摘する。そしてこうした「歴史を逆なでするJ博物館成立の鍵となるのがマイノリティの

当事者性であることは、君塚が示すいくつかの事例からも明らかである。この議論を本論に置

き換えるならば、確かに性的マイノリテイの歴史を展示するという行為が、少数者の戸の復活

による他者への想像力の喚起に寄与する面もあるだろう。しかしながら、前節で挙げたワシン

トンD.C.の4館において、性的マイノリテイの記録・記憶の復活は「正史Jを逆なでる要因とは

なりえない。あるいはそれは、見学者が同じミュージアム的思想圏に属する限りにおいて論争

を呼ぶ要因とも原理的になりえない。両者はミュージアム固有の思想の中で、対立関係ではな

く協同関係を結ぶからである。またそれは「暦史を逆なでする」博物館という概念自体が有する

ミュージアム的性格が前衛化した事例とも呼べよう。

したがって、正義と民主主義の歴史を表象する性的マイノリティの展示の効果には、おのず
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と限界性もまた指摘しうる。そこにおいては、過去・現在の性的マイノリテイの日常が表現さ

れないだけでなく、政治的争点である向性婚といった論争を呼ぶテーマについても言及されな

い。すなわち、その限界性は、排除と包摂の過程において生じる日常の拾象である。あくまで

こうした限界性の内部においてではあるものの、オルタナティブな試みのひとつとして改めて

着目しうるのが、国立アメ リカ歴史博物館の「アメリカン・ストーリーズ」でみられた、見学者

の記憶を対象化したインタラクテイプな展示、言い換えれば多声的アプローチへの経路である。

「記憶Jの展示は歴史系展示を構築する主体の問題に深くかかわるものであるが、それが規範化

された展示への対抗としてもどのように有効で、あるかについては、より広範な事例および理論

を基礎に論じる必要があろう。

4. 結び
海外の博物館を訪れると、日本のそれとは異なる指向の展示にしばしば遭遇する。本稿は、

訪問したワシントンD.C.の博物館を題材に、性的マイノリテイに閲する展示表象に着目しなが

ら、その諸問題について基礎的整理を試みた。教育論や資料論、メディア論等、よ り多角的観

点からの議論も必要であろうし、見学した博物館はそのための豊かな素材を有することも確か

である。残された謀題もまた多いが、展示表象の特色の一端が素描できたならば本稿の目的は

達成されたものと し、 今後の発展的展開を期したい。

註

(l)r性的マイノリティ」という用語について本稿では、民性愛規範化された社会が自明視する 「性」のあり方とは
異なる性的指向を有する主体を指すものとして便宜的に使則する。なお、この則誌は日本的別法であるため

次節以降において展示事例について述べる際には、個々の展示で衣記された用語を基本的に尊重する。

(2)本企肋i展のねらいと概要については、戸|立アメリカ歴史博物館の以下のWEBページでも参II日可能である(20日

年4月HIアクセス)。

http://americanhistory.si.edu/press/releases/% E2% 80% 9Camerican.stories% E2% 80% 9D.exhibition.opens. 

national.museum-american-history 

(3)ただし筆者が訪れた2013年2月末の同博物館における性的マイノリテイ展示については、「ゾーン1いのち ・

剤iき」の中の「性と家族Jコーナーに設けられており (cf.大阪人権博物館編2011)、ジェンダ一役割lの問題と並

列された現代の多様な生き方の尊重を示すものとして取り上げられることが、ワシントンの博物館とは呉な

る大きな特色をなす。単純なマイノリテイ・弱者の並記とは異なる1主義を有する点についても付記しておき

たい。
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